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はじめに

1アカウントで管理しながら実践

1対1でメール
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中
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中
３

何年生から？

小学校５年生くらいからなら・・・

方法は？

はじめは１アカウント、中学２年生くらいで各自アカウントを管理

市内小中学校の現状は？
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小
５
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小学校の実態
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小学校の実態
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中学校の実態
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「生徒」個人でのアカウント取得
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概要

■ 山形市と姉妹都市である「ボルダー市」との交流
活動の一環

■ 使用ソフトウェア：スクールイントラパック３（ＳＩＰ）

■ 講座選択生徒数：３０名

■ 週１時間

■ 第２学年「選択・英語」にて実施

■ 準備

１アカウントを申請 → e-sentaku2

講座専用のページを準備 → 「自分たちの」「管理上」

（生徒一人に１つのフォルダを準備） → 添付ファイルや保存のため

操作方法の説明 → 通常の技術の授業と同様 Ｔ・Ｔ ＳＥ
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メールの流れ

生徒１生徒１

生徒２生徒２

生徒３生徒３

ＳＩＰ
サーバ

相手１相手１

相手２相手２

相手３相手３
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電子メール作成画面

メールアドレスの前に自動的に生徒番号がつく（スライドでは２０
０４４０１４６９）

１アカウントであっても、メールアドレスの前に自動的に生徒番号
がつくことによって、その生徒のメールへの返信がその生徒に届く。

１対１のメール交換が可能になる
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電子メール 下書き・個人フォルダ
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ジャストスマイル・つたわるねっと の画面 １
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ジャストスマイル・つたわるねっと の画面 ２
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授業の様子 １／２
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授業の様子 ２／２
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最後に

■ 情報学習 ＋ 英語学習 ＝ 既習事項を活用する場

■ 活用することにより「幅のある学習」が可能

■ 今後の授業の可能性が拡大

メール交換 → （チャット） → ＴＶ会議

■ システムの認知と活用

より現場に適したシステム・コンテンツへ

■ サポート体制の更なる充実

■ 情報教育を推進する校内の組織


